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校外学習等の危機管理対応の基本的な考え  

 
目黒区立第三中学校 

 
校外学習時の生徒の安全確保、指示系統の確認。生徒の安否確認、保護を第一に考え

ます。  
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊行事により連絡方法は異なりますが、基本的には上記のような対応をします。 

＊大きな怪我の場合は、保護者に連絡して現地に来てもらう。 

交通事故、大きな怪我 交通機関の事故 大地震の災害 

警察、消防に通報 

本 部 へ 連 絡（担当者、学年主任、管理職） 

何時、どこで、誰が、どのような状況で、どのようになっているか 

集合場所、チェック場所、解散場所等に移動するように指示（大前提） 

事前に緊急時の集合場所を決めておくこと 

（現場の状況を的確に判断し最適な方法を考えて行動をとることを基本にする。ただし、

校長に連絡がとれない場合は、現場教員が判断する） 

第一報を校長に報告 

生 

徒 

の 

動 

き 

教 

員 

の 

動 

き 

担当学年教員は、状況を的確に把握、確認し情報収集する。 

生徒の安否確認、安全確保（教員が生徒管理をする）を行う。 

（複数の教員がいる場合は現場へ急行し現状の把握。二重事故には十分注意） 

 

校長に報告（状況を確実に把握し必要に

応じて情報を発信） 

第一報を保護者に連絡 

事故状況を保護者へ報告 

事故のまとめ 


